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春日部地区浦高会『喫茶去』２０１８年９月３日 第２８９号（文責：香田） 

 

●私の会員スピーチ・その２ 

 9 月 2 日の春日部地区浦高会で行った会員スピー

チ「同窓会にどっぷり浸かって 17年」の続きです。 

 ◇  ◇ 

２．先輩たちの熱意で春日部地区浦高会が誕生 

◆ 浦高創立百周年の動きを受けて 

私の人生縮図はこのくらいにさせていただき、本

題の春日部地区浦高会誕生の話に移りたいと思いま

す。今回、この資料を作るに当たって過去の総会資

料や「喫茶去」を読み直してみると、いろいろなこ

とが思い出せました。 

春日部地区浦高会の誕生に当たって、4 ページの

中段にありますのが、2001年 10月の設立総会資

料です。地域職域同窓会設立の動きは、母校浦高創

立百周年の動きを受けてのところが多いようです。 

春日部地区も、同窓会長の高橋様、当時・埼玉新

聞社長や浦和麗和会会長の星野様、当時・さきたま

出版会社長など多くの方々からの要請があって、17

番目の地域職域同窓会として設立したことが分かり

ます。その時に 70名の賛同者、設立総会にはご来

賓 9名、会員 33名の出席者がありました。 

 5 ページの上の図は、現在の 27 の地域職域同窓

会の位置図です。県中央の点線が荒川左岸をエリア

とする西部浦高会で、右側の点線が春日部地区です。 

 

◆なぜ、春日部地区なのか？ 

地域同窓会を作るに当たって、初代事務局長の三

輪さん(16 回)、副会長の鳥井さん(11 回)、会計の

田村さん(16 回)が中心となって対象エリアを検討

しました。その中で、高校 23 回卒までは野田市か

らの越境入学者がいて、同じ東武野田線で浦高に通

った仲ということもあり、何としても野田市の皆さ

んにも入ってもらおうということで、「春日部地区」

という広いエリアを設定してスタートしました。 

◆設立総会 

 設立総会の記録は、6ページになります。 

 埼玉新聞や春日部市内のミニコミ紙でも設立の記

事が掲載されました。それだけ、春日部市に浦高会

ができたというのは大きなインパクトがありました。

今回の講話にあたって当時の資料を探る中でこうし

た記事を見つけられたことに感謝です。 

  ◇  ◇ 

３．三顧の礼で迎えられて 

◆ 設立時準備からの関わり 

 さて、私事ですが、市役所で用地買収の交渉など

に行くと、「香田さんは春日部高校かい?」と言われ

て「違います」と答えると話さえしてくれないとい

うほど、20 年前までの春日部市では「春日部高校

にあらず者‥」というような状況で、「浦和高校です」

ということが憚られるような時期がありました。 

現在でも春日部市役所には6人しか浦高卒業生が

いないかもしれません。 

春日部地区浦高会の誕生と転機！ 
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そんな春日部で「春日部地区浦高会」ができ、多

くの先輩諸氏がいらしたというのは心強いものにな

りました。 

そんな春日部地区浦高会に誘われたのは、前会長

の三輪先輩でした。2001 年の 2 月にお電話を 2

度ほどいただき、なかなか私が出る機会が無く、3

回目のお電話でお話できたのですが、「香田さんは浦

高卒業生ですよね」と言われて何と答えて良いもの

か、正直戸惑いました。すると、「私も浦高卒業生で

すよ。」と思いがけない言葉が飛び出てきて、「春日

部市で地区同窓会を立ち上げようと考えているので

すけれども、お手伝いいただけますよね」と、仕事

の関係で身近にお目にかかっていた方が浦高の先輩

だったとは狐につままれたような感じでした。 

その後、設立に向けて事務局のお手伝いをする中

で、良く三輪さんからは「香田さんには“三顧の礼”

をもって迎えたのですから、しっかりと働いてもら

わなければ‥」と言われていました。 

ご縁とは不思議なものです。準備会の中で存在感

が大きかったのは、今でもですが、奥様から当日は

「今日も浦高さんですか?」と言われるほど、同窓会

活動に熱心だった鳥井先輩です。 

◆会報『喫茶去』づくり 

 設立総会のあと、当日の写真を皆様にお送りする

ことになり、その仕事を私がお引き受けしました。

この写真とお礼状が、その後の会報づくりに繋がっ

ていくのです。もともと『夏炉冬扇』という日記を

綴っていたことで、記録することが好きだったとい

うことが大きな要素ですね。 

 

◆17年間で「喫茶去」は 28６号を発行 

 実は、17年間で 286号を綴ってまいりました。

最近は年間 30号から 40 号を綴っています。最初

の頃は総会と賀詞交換会の様子だけでしたが、私の

活動範囲が広がるとともに、百年の森活動、親睦旅

行、同窓会本部の活動、春日部地区浦高会の地域貢

献活動、同窓生の活動等も掲載させていただくよう

になりました。 

  ◇  ◇ 

４．やるからにはみんなが楽しい活動を 

◆親睦を深めた 4年間 

 それでは、春日部地区浦高会の 17年間の活動を

振り返ってみたいと思います。 

◇総会と賀詞交歓会、ゴルフコンペ 

 最初の 4年間は、年 1回の総会と賀詞交歓会、そ

れと年 2 回のゴルフコンペで会員相互の親睦を図

るための活動でした。 

◇事務局会議 

 ただ、当時の三輪事務局長を中心とした事務局会

議は 2か月に 1度くらいのペースで開かれており、

本部の常任理事を務められていた鳥井副会長がさま

ざまな情報を提供してくださり、同窓会の動きや他

地域同窓会の活動などに触れることができました。 

◆春日部地区浦高会の転機は石井（中 48回）会長

から三輪（15回）会長へ 

 春日部地区浦高会の大きな転機は、創立から 5年

目を迎える 2005年度 9月総会前のことでした。 

 ＜つづく＞ 


